
                                   

  

 

                                                    
 

 
年度末に際して 

４月上旬、プロ野球では、ロッテの佐々木朗希投手が完全試合という偉業を達成しました。これは

1994 年の巨人の槙原投手以来となる28 年ぶりの大記録でした。また海外では、メジャーリーグに

おける大谷翔平選手の投打における活躍が連日報道されるなど、スポーツ（特に野球ですが）の世界

において華々しいニュースが飛び交う中、2022 年度がスタートしました。 

その一方で、ヨーロッパにおける戦争の影響を受け、日本国内でもじわりじわりと物価が上がり始

めるなど、私たちの生活に影を落とすようなニュースが報じられたのもこのころでした。 

こうした、「光 と 影」「うれしいこと と 悲しいこと」といった、表裏の関係で物事をとらえる機

会というのは、私たちの生活のあらゆるところに存在します。学校教育においても「不易と流行」と

いう考え方があります。「不易」とは「いつまでも変化しない本質的なこと」、「流行」とは「新しい変

化を取り入れていくこと」を意味します。 

では、教育における「不易」「流行」とはどんなものがあるのでしょうか。 

教育に関する「流行」として真っ先に思い浮かぶのは、タブレットパソコンを活用した学習です。

これは、世界各国で教育のICT 化が叫ばれるなか、文部科学省が2019 年12 月に打ち出したGIGA

スクール構想によるものです。GIGA は「 lobal and nnovation ateway for ll」の略

で、「すべての児童・生徒にグローバルで革新的な扉を」という意味が込められており、個別最適化さ

れた教育の実施や、ICT 環境の実現が本構想の目的とされています。これにより、本校でも、児童1

人1 台のタブレットパソコンを活用した学習が始まりました。新型コロナウイルスの感染防止対策と

して、話し合い活動が抑制された際には、タブレットパソコンを活用して互いの考えを交換しました。

また、同感染症による学級閉鎖時には、各家庭にいる子どもたちとオンライン朝の会を実施し、一人

一人の健康状態を観察しまし

た。こうした取組は、物理的

に距離が離れていようとも日

常的に対話することが当然と

なってきた現代の生活様式に

必要なスキルにつながります。 

しかし、対話の基本は、互

いの情報交換ですから、一方

的に自分の意思を伝えるだけ

では成立しません。「相手の意

図したことを汲み取ろう」と

する態度が重要であることは、

ICT 化が進むこれからの社会

でも同じです。また、「携帯電話やタブレットパソコンの普及に伴い、SNS を利用した新たないじめ

問題等が生まれた」といったことも耳にしますが、「友だち等に対して、心理的・物理的な攻撃をして

精神的な苦痛を負わせること」は、どんなツールを介してもすべきでないことは当然です。こうした

ことは、今後も、国語や道徳等の授業で学ぶ「不易」な部分です。 

「不易」と「流行」は相反する言葉のように捉えがちですが、この言葉を残したとされる松尾芭蕉

は俳諧の理念として「不易流行」の考え方を次のように示しています。 

俳諧には不易（永遠に人を感動させるもの）と流行（その時代における新しさの先端を行くもの）とが

あり、不易は流行の作品の中で永遠性の強いものが残ったに過ぎず、不易と流行とは別のものではなく、

根元は一つである。 

 この考え方は、教育現場においても全く同じことが言えるのではないでしょうか。「不易」と「流行」

に分別される教育的施策や取組も、その根底にあるのは、目の前の子どもたちの健やかな成長を望む

ものです。私たちも、「不易」と「流行」の考え方を大切にしつつ、時代に応じたスキルを子どもたち

が身につけられるよう、これからも尽力してまいります。 

 最後になりましたが、今年度も感染不安の中、授業の支援、登下校時の見守り、学校の児童用トイ

レの清掃、各種 PTA 活動・地域行事の開催等、本校の教育活動を支えてくださった保護者、地域の

皆様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

（校長 山下 昌裕） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

令和5(2023)年2 月28 日 

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

１ 水 ALT(3 年),委員会 17 金 給食終了,大掃除 

２ 木 SSW 18 土  

３ 金 ６年生を送る会,ICT 支援員 19 日  

４ 土  20 月 卒業式予行 

５ 日  21 火 春分の日 

６ 月 体育館使用不可(～23 日) 22 水  

７ 火 校外学習(5 年),美スケット,ICT 支援員 23 木 卒業式,家庭学習(1～5 年),SSW 

８ 水 地区児童会 24 金 修業(了)式 

９ 木 SSW 25 土 春季休業(～4/6) 

10 金  26 日  

11 土  27 月  

12 日  28 火  

13 月 社会見学(4 年) 29 水  

14 火 ALT(5,6 年),美スケット, 
市内一斉防犯活動日 

30 木  

15 水 ALT(4 年) 31 金  

16 木     

  ※予定ですので、状況に応じて変更する場合があります。 

【4月の主な予定】 

・4月 7日(金) 始業式 

・4月10日(月) 入学式 


